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１ 浜岡原子力発電所の状況
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浜岡原子力発電所の状況
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５号機

安全性向上対策実施中

新規制基準への適合性確認審査

申請準備中

１号機 ２号機

廃止措置中

（2009.1.30運転終了）

2015.2 燃料搬出 完了
現在、原子炉領域周辺設備および

原子炉領域解体中

使用済燃料乾式貯蔵施設

設置変更許可申請審査

（2015.1.26申請※）

※ 「4号機新規制基準適合性確認審査

に係る発電用原子炉設置変更許可

申請書」に追記

３号機 ４号機

安全性向上対策実施中

新規制基準への適合性確認審査

（2015.6.16 申請） （2014.2.14 申請※）

1号機

2号機 3号機

4号機

5号機

※ 2015.1.26 使用済燃料乾式貯蔵施設に係る記載を追加するため申請を取り下げ、

 同日再申請を実施

※ 2024.12.25 第３段階（原子炉領域解体撤去期間）へ移行

＊現在、基準地震動策定に係る不適切事案に伴い、３，４号機の審査は中断中。



2 基準地震動策定に係る不適切事案

を踏まえた対応について
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基準地震動策定に係る不適切事案を踏まえた対応について
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対応状況

①意識・行動の変革として

⚫ 原子力本部では、原子力本部長からメッセージを3月31日に発信し、コンプライアンス教育等を実施している。

（5月中旬より原子力本部全員（約1130名）に対して、コンプライアンス、業務プロセス、技術者倫理に関する
教育を計約60回実施中）

⚫ 全社大では、中部電力グループ行動規範(Core Values)を4月28日に策定し、社長からのメッセージ動画発信(6月
1日)等の周知をしており、今後、専門家による講演や研修、ディスカッション等を通じて、意識・行動の変革を図る。

②組織・組織風土の変革として

⚫ 原子力本部では、他部門出身の副本部長による原子力部門の風土改革を推進中。運用ルールの整備やけん制等
の実運用を４月より開始。部門内外の連携強化等を継続的に実施。

⚫ 「若年層による将来の中部電力グループに関する施策の検討・立案と経営層への提言、それを踏まえた施策の展
開」について活動できるよう準備中。

③ルール・仕組みの強化として

⚫ 独立した品質保証組織や内部監査の強化について検討中。

⚫ 本事案について、現時点で判明している事実を踏まえ、当社として改善すべき事項について、整理し取り組み
を進めています。

⚫ また、調査委員会による調査結果も踏まえた対応を速やかに検討し、全社を挙げて取り組んでまいります。

＜現時点で判明している事実を踏まえた取り組み＞



（参考）中部電力グループ行動規範（Core Values）
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⚫ 中部電力グループ行動規範（Core Values）は、企業理念を実現するため、中部電力グルー
プの役職員一人ひとりが日々の業務において具体的にどのように行動すべきか示したものです。

⚫ 日々の業務において直面する場面（テーマ）を想定し、以下５つのグループに分類したうえで、
それぞれとるべき行動を定めています。



３  １,２号機 廃止措置の状況
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１,２号機 廃止措置
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①汚染状況調査、除染等 ②周辺設備の解体 ③原子炉領域の解体 ④建屋等の解体

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階

解体工事準備着手 原子炉領域周辺設備 解体撤去着手 原子炉領域 解体撤去着手 建屋等 解体撤去着手

2009年度～ 2015年度～ 2024年度～ 2036年度～

燃料搬出

建屋等解体撤去

原子炉領域解体撤去

 完了目標
（2042年度）

使用済燃料搬出完了（2014年2月）
▼ ▼新燃料搬出完了（2015年2月）

汚染状況の調査・検討

系統除染

放射線管理区域外の設備・機器の解体撤去

原子炉領域周辺設備解体撤去

放射性廃棄物の処理処分（運転中廃棄物又は解体廃棄物）

1,2号機の廃止措置計画は、以下の4段階に分け、約34年という年月をかけて実施します。

2024年12月より第３段階に入り、商業用軽水炉では国内初となる原子炉領域の解体を進めています。



解体撤去物量の見通し(第2段階以降に着手するもの)
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第２段階以降、放射線管理区域内の解体撤去工事を順次進めています。

2015～2023 2024 2025 2026 2027～2035

解
体
工
事

原
子
炉
領
域
周
辺
設
備

1

号
機

原子炉建屋

タービン建屋

２
号
機

原子炉建屋

タービン建屋

屋外・排気筒

原
子
炉
領
域

1号機

２号機

解体撤去物量(トン)

(2026年度は計画値)

12,900【実績】 1,300 1,900※ 1,000 順次計画

第2,第3段階での推定発生量：39,000

屋外設備解体

非常用炉心冷却系解体

給水加熱器・復水器解体

タービン本体解体

原子炉格納容器内等解体
非常用炉心冷却系解体

給水加熱器・復水器解体

主排気ダクト・
排気筒解体

タービン本体解体

原子炉格納容器内等解体

原子炉格納容器解体

原子炉解体（原子炉解体準備（床整地他））→原子炉上蓋解体 →

原子炉格納容器解体
サプレッション・チェンバ解体

サプレッション・チェンバ解体

原子炉解体（原子炉解体準備（床整地他））→原子炉上蓋解体 →

※2025年度当初計画は1300トン



第３段階の解体対象設備
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第３段階では、原子炉領域である炉内構造物や原子炉圧力容器等および原子炉領域周辺設備で
ある原子炉格納容器を解体します。

発生する廃棄物について廃棄先が決まるまでの間は建屋内に安全に保管していきます。

＜原子炉領域＞

・炉内構造物

・原子炉圧力容器

・原子炉圧力容器を取り囲む

放射線遮へい体

＜原子炉領域周辺設備＞

・原子炉格納容器

第１段階 第２段階 第４段階第３段階



１,２号機 原子炉圧力容器上蓋の解体
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１，２号機の原子炉圧力容器上蓋について大型バンドソーを用いて解体を行いました。
⚫ ２号機は、2025年3月17日に着手し、2025年6月3日に解体を完了しました。
⚫ １号機は、2025年10月7日に着手し、2026年2月20日に解体を完了しました。

①縦割り(３回切断)
大型バンドソー バンドソーの刃

（上下に移動）

原子炉圧力容器上蓋

大型バンドソーで縦割り

2号機原子炉圧力容器上蓋の解体作業の流れ

②横切り（6回切断）

縦割りした切断片を細断

③切断後

23分割

大型バンドソーへの設置 切断作業着手

横割り作業 計5回の横割りを実施（23分割）

横割り後の切断片（1片3t程度）

縦割り後の切断片の横切り作業

解体物は近傍のピット内へ収納

収納先ピット



２号機 サプレッション・チェンバ解体(原子炉領域周辺設備)
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2024年3月より2号機サプレッション・チェンバの解体に着手し、2026年2月に、解体が完了しました。
（解体物の除染等は継続中）

２号機サプレッション・チェンバ撤去（原子炉建屋内）

内側外側

※ ノウハウに関する事項が
含まれるため一部加工しています

約４２ｍ

約９ｍ

サプレッション・
チェンバ

現在



２号機 循環水配管解体（原子炉領域周辺設備）

14

2025年11月より循環水配管の解体に着手し、現在、解体作業を進めています。

解体前

現在(2026.6時点)

＜凡例＞

：循環水配管解体部

：循環水配管
屋外

タービン建屋

＜平面図＞

放水口へ

復水器(A)(B)分完了＜断面図＞



2号機 取水路の埋め戻し工事の着手
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廃止措置工事に関連して実施する海岸法および国有財産法に基づく取水路の埋め戻しならびに
取水塔の撤去のうち、2号機取水路の埋め戻し工事について、2026年2月3日より工事に着手しました。

＜2号機取水路の埋め戻し範囲 平面図＞

＜2号機取水路の埋め戻し範囲 断面図＞

15
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2号機 取水路の埋め戻し工事 進捗状況

埋め戻しに先立ち、取水路内を抜水するため、ダイバーにより取水槽側を止水しました。取水路内に
アクセスするため、立坑閉止蓋を撤去しています。今後は、取水塔の埋め戻し作業を開始します。

ダイバー作業の様子

取水塔

抜水

立坑
防波壁

止水箇所

取水塔付近の作業船の様子

２号機
取水塔

立坑閉止蓋
（現在の状況（2026.6時点））

取水槽

約44m



⚫国内初となる商業用軽水炉の原子炉領域
の解体撤去（第3段階）を実施しています。

⚫引き続き、安全かつ効率的に解体工事を進
めてまいります。
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